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宝生苑のカラオケルーム
団体利用可能に
老人福祉センター宝生苑は、カラ
オケルームを団体で利用できる日を
設定しました。利用を希望する団体
は団体登録が必要です。くわしくは、
お問い合わせください問宝生苑（☎
68-2222）

宝くじ助成事業を活用
二又区は、コミュニティ活動の充
実を図るため、平成 22年度コミュ
ニティ助成事業を活用し、テント・
テレビ・ブルーレイ・コピー機・湯
沸かし器・イスなどを購入しました。
この事業は、㈶自治総合センターが、
地域コミュニティの健全な発展と宝
くじの普及広報を目的として行って
いる助成事業で、みなさんが購入し
た宝くじの収益金が財源となってい
ます問市民参画課（☎ 64-1314）

夏の省エネ
家電のエコな使い方
冷房の使用が多くなるこの時期
は、エネルギーの消費が増加し、地
球温暖化の原因となるCO2の排出
量も多くなります。地球温暖化に歯
止めをかけるためには、夏こそ省エ
ネが大切です。身近な電気製品の使
い方を見直し、消費電力・CO2の
排出が少ない、環境にやさしいライ
フスタイルを実践しましょう▼冷房
＝ 28℃に設定。冷房時はカーテン
で日差しをカットし、ドアや窓の
開閉を少なく。月 1・2回はフィル
ターを掃除。室外機は風通しのよい
場所に設置し、周囲に物を置かない
▼冷蔵庫＝開閉の回数を減らし、開
ける時間を短く。中を整理整頓し、
多くの物を詰め込まない▼照明＝消
費電力の少ない照明に切り替え、こ
まめに消灯。電球型蛍光ランプに替
えるなど、省エネ効果の高い照明
器具を選びましょう問環境課（☎
64-1366）

点訳奉仕員養成講習会
8 月 20 日～ 10 月 22 日毎週金
曜日（全 10 回）の 10 時 30 分～
12 時 30 分、社会福祉センター（8

月 20 日・10 月 22 日 は 13 時 ～
15 時） 視覚に障がいのある人に
とって唯一の文字である点字を学
び、点訳に携わる奉仕員を養成しま
す 無料 往復ハガキに、氏名・
年齢・住所・☎を書いて、8月 5日
㈭までに申し込み問社会福祉協議
会（〒 610-0332 京田辺市興戸犬
伏 5-8、☎ 62-2222）

介護講座
8 月 12 日 ㈭ 10 時 ～ 13 時 30
分、社会福祉センター 簡単！便
利な！介護食レシピ～食べる事を楽
しむためにできること～▼講義＝高
齢者に必要な栄養について▼調理
実習＝日常で使うことのできる介
護食。エプロン・三角巾を持参
20 人 必要問社会福祉協議会（☎
62-2222）

京田辺国際交流協会
AETとの交流会
8 月 17 日㈫・19日㈭・24日㈫・
26 日㈭（全 4 回）19 時～ 20 時
30 分、中央公民館 “英語に慣れ
よう”AET との交流会。講師＝外
国人英語指導助手（AET）のラベ
ル・アリッサ・ロレインさん、チャ
ンドラー・アリサ・ローレンさん、
ほか 2人。毎回 4人のAETが参加
し、出身地を英語で紹介したり、グ
ループに分かれ簡単な英語での座談
会などを行います 先着20人 無
料 ☎（土・日曜日、祝日を除く。
8時 30分～ 17時）で申し込み。7
月 20 日㈫から受け付けます問京田
辺国際交流協会事務局（市民参画課
内、☎ 64-1314）

キララ商店街で
竹細工教室
身近にある「竹」を使ったおもちゃ
づくりに挑戦。親子・友達と一緒に
参加しませんか▼ 7月 24日㈯ 竹
ぽっくりと起き上がり▼ 8月 21 日
㈯ 竹灯り▼ 9 月 25 日㈯ 竹の
楽器。いずれも 10 時～ 12 時、キ
ララ商店街（新田辺東商店街）
無料問キララの駅（☎ 63-5267）

同志社大学
第3回科学実験教室
8 月 27 日㈮① 10 時～ 11 時 30
分、同志社大学京田辺校地② 14時
～ 15 時 30 分、つくるところ（京
阪東ローズタウン共育ステーショ
ン） 小学校 3～ 6年生 テーマ
＝光について知ろう。講師＝同志社
大学京田辺地域連携推進室学生ス
タッフ。みんなが毎日目にする光に
ついて、ちょっとくわしくなってみ
よう。赤はどうして赤く見えるの？
など、光について大学生のお兄さん・
お姉さんが分かりやすく教えてくれ
ます 各回先着 20人 無料 ＦＡＸ・

に氏名（ふりがな）・性別・学年・
住所・☎・保護者氏名・希望する時
間を書いて、7月 30 日㈮までに申
し込み問同志社大学京田辺地域連携
推進室（☎ 65-7005〈月～金曜日
9時～ 16 時〉、ＦＡＸ 65-7009、 jt-
chiik@mail.doshisha.ac.jp）

上級救命講習
8 月 22 日
㈰ 9 時 ～ 17
時、消防署
普通救命講習
の内容（成人
に対する心肺
蘇生・AEDの
使用方法・止血法）と、小児・乳児
に対する心肺蘇生、傷病者の管理法、
外傷の手当要領、搬送法。一定レベ
ル以上の技術を習得した受講者には
修了証を発行し、人工呼吸用マスク
を配布します 先着10人 無料
8月 1日㈰から☎で申し込み問▼消
防署（☎ 63-1125）▼消防署北部分
署（☎ 65-0119）

同志社学生ハウス
夏休み工作教室
8 月 10 日㈫・24 日㈫ 10 時～
12 時、同志社学生ハウス（新田辺
東商店街内） 小学生（低学年は保
護者同伴） ▼ 8月 10日＝水鉄砲
をつくろう▼ 8月 24 日＝バーニン
グ（焼き絵）教室～夏の思い出をバー
ニングで描こう。講師＝市民の手作
り工作サークルの好奇心倶楽部
各回先着 10 人 100 円 参加希
望日・氏名（ふりがな）・学年・住所・
☎・保護者氏名をＦＡＸ・ で連絡して
ください問同志社大学京田辺地域連

市長杯争奪第14回
京田辺市民ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
8 月 25 日㈬ 8 時 30 分から（受
け付けは 8時から）、常磐苑。小雨
決行 市内に在住する人（年齢は
不問） 1 人 200 円（当日徴収）
社会体育課にある申込用紙を書

いて、8 月 11 日㈬までに、持参・
ＦＡＸ・郵送してください問京田辺市
ゲートボール連合事務局（社会体育
課内、☎ 64-1394、ＦＡＸ 64-1390）

⑪ほろ苦いお別れ
みなさん、こんにちは。残念ですが、今回が最後のコラ
ムです。先月 15 日号に書いたとおり、私は次の仕事のた
めに 7月末でヨーロッパに帰ります。
この一年間、さまざまな行事に参加したり、国際交流の
イベントを開催したりして、たくさんの市民の方に触れ合
うことができました。
子どもたちと鬼ごっこ、お菓子づくりや餅つき、お年寄
りの方々とお茶を飲んだり、英語を教えたり、イギリスの
お祭りを市民のみなさんと一緒に祝うなど楽しい経験をさ
せていただきました。私にとってはどれも大切な思い出で
す。みなさんにとっても楽しい思い出となっていたら幸い
です。本当にお世話になり、ありがとうございました。
また、実際に会っていなくても、このコラムを愛読して
くださったみなさんにもお礼を申し上げます。ありがとう
ございました。このコラムで少しでも国際交流を感じてい
ただけたら嬉しく思います。
私の代わりにイギリスから新しい国際交流員が来日しま
す。私と同じように温かく歓迎してあげてください。きっ
と、彼女も私と同じように京田辺を知り、そして大好きに
なるに違いないと思います。
私は京田辺市の最初の国際交流員であったことを栄誉だ
と思い、これからの京田辺市の国際交流に期待しています。
この一年本当にありがとうございました。将来、京田辺市
に戻ることを楽しみにしています！
【同文の英語版は、市ホームページに掲載しています】

携推進室（☎ 65-7005〈月～金曜
日 9時～ 16 時〉、ＦＡＸ 65-7009、
jt-chiik@mail.doshisha.ac.jp）

放送大学
10月入学生を募集
放送大学は、10 月入学生を募集
します。同大学は、自宅のテレビ・
ラジオ放送の利用や全都道府県 57
カ所にあるキャンパス（学習セン
ター・サテライトスペース）で、心
理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学などを学べる通信制の大学で
す。幅広い世代・職業の人が学んで
います。15 歳以上の人は、1科目
から学習する選科履修生・科目履修
生として、18 歳以上の大学入学資
格を持つ人は、無試験で全科履修生
として入学でき、4年以上在学して
124 単位以上を修得し卒業すると、
学士（教養）の学位が取得できま
す。資料は無料。くわしくは、放送
大学 http://www.ouj.ac.jp/ を
ご覧ください 8月 31日㈫まで願
書受け付け問放送大学京都学習セン
ター（☎ 075-371-3001）

現
在
、
マ
ン
ガ
や
映
画
な
ど
で
「
書
」
が

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
書
と
い
う
と
、
堅

苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
の
本
で
は
マ
ン
ガ
評
論
家

の
著
者
が
、
古
代
中
国
の
甲
骨
文
か
ら
日
本

の
近
代
書
ま
で
の
作
品
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
を
、
自
由
に
分
か
り
や
す
い
文
章
で
表
現

し
て
お
り
、
書
道
経
験
の
な
い
人
で
も
十
分

楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、甲
骨
文
に
子
ど
も
の
こ
ろ
の「
イ

タ
ズ
ラ
描
き
」に
似
た
面
白
さ
を
感
じ
た
り
、

２
つ
の
作
品
を
対
比
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ

の
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
マ
ン
ガ
作
品
を
あ

て
は
め
て
論
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
作
品
を
カ
ラ
オ
ケ
や
ジ
ャ
ズ
な
ど
、
私
た

ち
の
身
近
に
あ
る
も
の
を
例
に
出
し
て
書
い

た
り
と
、
書
道
に
関
し
て
は
素
人
の
著
者
が

感
じ
た
ま
ま
に
書
く
か
ら
こ
そ
の
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
本
を
読
め
ば
、
今
ま
で
書
に
関
心
が

な
か
っ
た
人
も
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

図書館だより

『
書
っ
て
何
だ
ろ
う
？
』

夏
目　

房
之
介
／
著

二
玄
社
／
発
行

図
書
館
は
、
図
書
館
夏

休
み
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
き
ま
す
。
人
形

劇
・
手
作
り
会
・
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
図

書
館
・
各
分
室
の
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。【

中
央
図
書
館
】

日
時
＝
７
月
２９
日
㈭
午

前
１０
時
３０
分
か
ら

内
容
＝
人
形
劇
・
絵
巻
物

紙
芝
居
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

【
北
部
分
室
】

日
時
＝
７
月
２３
日
㈮
午

前
１０
時
３０
分
か
ら

内
容
＝
人
形
劇
・
手
作

り
会
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

【
中
部
分
室
】

日
時
・
内
容
＝
▼
７
月

２５
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
・

人
形
劇
▼
８
月
２５
日
㈬
午

後
２
時
か
ら
・
英
語
の
お

は
な
し
会
、
手
作
り
会

【
問
合
せ
先
】

▼
中
央
図
書
館
（
☎

６５
・
２
５
０
０
）
▼
北
部

分
室
（
☎
６３
・
０
４
９
９
）

▼
中
部
分
室
（
☎
６４
・

８
８
３
３
）▼8月7日…八月の狂詩曲（ﾗ

ﾌﾟｿﾃﾞｨｰ）▼14日…ビルマの竪琴
いずれも土曜日の午前 10 時
30 分から。

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

や
京
田
辺
市
次
世
代
育
成
支
援
推
進

協
議
会
委
員
の
協
力
を
得
て
、
京
田

辺
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
後

期
計
画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
と

は
】少

子
化
の
進
行
は
、子
ど
も
た
ち
や

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
、

将
来
の
社
会
経
済
や
社
会
保
障
制
度

な
ど
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
で
は
、

平
成
１５
年
７
月
に
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

市
は
、
同
法
に
基
づ
き
平
成
１７
年

３
月
に
、
児
童
育
成
計
画
（
キ
・
ラ
・

ラ
げ
ん
き
っ
子
プ
ラ
ン
）
を
見
直
し
、

京
田
辺
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
計
画
期
間
】

▼
前
期
計
画
…
平
成
１７
年
～
同
２１

年
度
▼
後
期
計
画
…
平
成
２２
年
度
～

同
２６
年
度

後
期
計
画
は
、前
期
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、前
期
計

画
に
引
き
続
き
取
り
組
む
事
業
２８
事

業
に
加
え
、新
規
事
業
の
５
事
業
を
計

画
し
ま
し
た
。

【
基
本
理
念
】

み
ん
な
で
子
育
て　

子
ど
も
き
ら

き
ら　

京
田
辺

【
基
本
目
標
】

①
子
ど
も
を
育
て
る
喜
び
が
実
感

で
き
る
環
境
づ
く
り
②
子
ど
も
が
笑

顔
に
あ
ふ
れ
、
健
や
か
に
育
つ
環
境

づ
く
り
③
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
、
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
市
は
、
家
庭
や
地
域
の
温
か
い
ま

な
ざ
し
と
支
え
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
い
く
輝
き
が
、
世
代

を
超
え
て
す
べ
て
の
市
民
を
結
び
、

そ
れ
に
よ
っ
て
明
る
い
未
来
が
描
け

る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
国
・
府
の
関
係
機
関
や
地
域
・

子
育
て
関
係
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、

子
育
て
支
援
策
を
推
進
し
ま
す
。

今
回
策
定
し
た
計
画
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

こ
ど
も
福
祉
課（
☎
６４
・
１
３
７
７
）

教
育
長
村
田
氏
退
任

後
任
に
藤
原
氏
を
任
命

平
成
２２
年
６
月
３０
日
付
け
で
教
育
委
員

会
教
育
長
村
田
新
之
昇
氏
（
７４
）
が
教
育

委
員
会
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

お
よ
び
教
育
長

と
し
て
平
成
９

年
か
ら
１３
年
余

り
に
わ
た
り
、

市
教
育
行
政
に

ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と

に
つ
い
て
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、後
任

委
員
と
し
て

藤
原
陽
あ
き
ら

氏

（
６１
歳
・
城
陽
市
富
野
）
の
人
事
案
件
に
つ

い
て
、
６
月
２９
日
の
平
成
２２
年
第
２
回
市

議
会
定
例
会
本
会
議
で
同
意
を
得
て
、
同

氏
を
平
成
２２
年
７
月
１
日
付
け
で
任
命
し

ま
し
た
。

な
お
、
同
日
付
で
教
育
委
員
会
に
お
い

て
教
育
長
と
し
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明るい社会を築くために
市内で街頭啓発

6月23日、綴喜地区保護司会副会長の上村
善彦さんと同会京田辺分区長の川崎眞佐昭
さんらが市役所を訪問。法務大臣の「社会を
明るくする運動を活発に実施してください」
というメッセージを市長に伝達しました。
社会を明るくする運動は、法務省が中心
となり、青少年の健全育成・犯罪や非行
のない明るい社会を築くために行っていま
す。特に 7月を強調月間とし、全国でさま
ざまな運動を展開しています。期間中、京
田辺市社会を明るくする運動推進委員会
は、市内で街頭啓発などを行います。
問合せ先＝人権啓発推進課（☎ 64-1336)

女性の相談室
相談時間を広げました

女性交流支援ルームでは、月 4回
決まった日に「女性の相談室」を開
いていましたが、より多くの女性の
相談に応じるため、相談曜日・時間
を広げました。
相談曜日＝毎週月～金曜日（祝日・
平和堂休業日を除く）
相談時間＝午前 10 時～正午、午
後 1時～ 5時
予約＝不要
同ルームの相談員が相談に応じま
す。希望・必要に応じて専門相談や
関係機関などにつなぎます。なお、
専門・法律・出張相談は予約制です。
相談・問合せ先＝女性交流支援
ルーム（☎ 65-3727）
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